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［研究の目的］ 


























































  論文審査の結果の要旨 
【研究の目的】 




LAK-T 療法により PS 改善がみられる。具体的には身体活動、意欲の向上、食欲の増加、嘔吐抑制な




 LAK-T 細胞の培養上清中のサイトカインを測定したところ、IL-5, IL-13, GM-CSF, IFN-γが高濃
度で検出された。この培養上清を 8 週齢のラットに尾静脈から投与し、その脳組織切片を EdU 染色
し、細胞新生を共焦点レーザー顕微鏡で観察・定量した。側脳室下帯と海馬歯状回での DNA 合成が対
照と較べて有意に増加することが判明した。また、リコンビナント・ヒト GM-CSF を投与した場合も
同様に DNA 合成が有意に増加することが観察された。さらに、LAK-T 培養上清をラット海馬切片に滴
下すると、細胞内 Ca2+が上昇することを共焦点顕微鏡で観察し、LAK-T 培養上清がラット海馬細胞に






IFN-γなどのサイトカインが中枢神経を刺激し、LAK-T 細胞を投与された癌患者の PS 向上をもたら
したのではないかと推測された。LAK-T 培養上清や GM-CSF に神経細胞新生作用や神経細胞活性化作
用があるのならば、癌患者だけでなく、老齢者の PS 改善に寄与する可能性があると考えられた。 
【審査の内容】 
 約 15 分間の発表の後に、主査の山崎教授からは、LAK-T 療法を受けた患者が元気になったという
エビデンスはあるのか、培養初期の細胞濃度はどのくらいにしたか、など 12 項目、第一副査の松川
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